
第１号様式

（宛先）岳南排水路管理組合管理者　富士市長 令和 ６ 年１月 ２９ 日

１:市内　２:準市内

３:県内　４:県外

入札参加資格審査を希望する建設業の種類（建設業の許可区分を記入　１：一般、２：特定）

その他事項

総 従 業 員 数 220 人 企 業 規 模 2 １：大企業 ２：中小企業 ３：その他

建設業法に基づく経営事項審査を受けており、登録しようとする建設業種において経営規模等評価結果通知書の年平均欄に完
成工事高が計上されていること。一企業一営業所の申請とし、その営業所が登録しようとする建設業種において建設業法に基
づく許可を受けていること。

許 可 番 号 静岡県知事 - 第 123456 号 資 本 金 20,000 千円

　上記の印鑑は、入札・見積に参加し、契約の締結並びに代
金の請求及び受領のために使用したいので届け出ます。

※提出書類に関する問合せ先（担当者名、名称等）を
　記入してください。

備 考

使　　用　　印　　鑑　　届

問 合 せ 先※
必
ず
押
印 電 話 番 号

1

具 水 消 清 解

2 2

内 機 絶 通 園 井舗
し
ゅ板 ガ 塗 防屋 電 管 タ 鋼 筋

電 話 番 号 03-1234-5678 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 03-8765-4321

土 建 大 左 と 石

417-8601 住 所 富士市永田町１丁目

申請者（契約に関する権限を委任する場合は委任者を記入し、契約者と申請者が同じ場合も記入）

本
 
 
社

郵 便 番 号 162-0000
※本社代表者印を必ず押印

代 表 者 印

住 所 東京都新宿区１丁目１番

代 表 者
肩 書 氏 名

代表取締役　富士　太郎
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外
に
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）

契約者（契約に関する権限を委任する場合は受任者を記入し、契約者と申請者が同じ場合も記入）

フ リ ガ ナ ﾌｼﾞｻﾝｹﾝｾﾂ　ﾌｼﾞｼﾃﾝ

商号又は名称 ㈱富士山建設　富士支店

一般競争（指名競争）参加資格審査申請書（建設工事）

　令和６・７年度において、岳南排水路管理組合で行われる建設工事に係る競争に参加する資格の審査を申請
します。なお、この申請書及び添付書類の内容については、事実と相違しないことを誓約します。

業 者 番 号 ※記入不要 受 付 番 号 ※記入不要 業者区分 １：工事

電 話 番 号 0545-51-0123 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 0545-51-1479 所在区分 2

代 表 者
肩 書 氏 名

支店長　富士　次郎

郵 便 番 号

本社を登録する場合は、本社の名称を、
委任先を設ける場合は、委任先の名称を記入する。

本社を登録する場合は、代表者の氏名を、
委任先を設ける場合は、受任者（支店長等）の氏名を記入する。

登録する事業所の住所が
市内：富士・富士宮市内の本社 準市内：富士・富士宮市内の支店等
県内：静岡県内の本社・支店等 県外：その他

入札参加資格審査を希望する建設業の種類のみ記入すること
（建設業の許可区分が「一般」は１を、「特定」の場合は２を記入）。

該当する大臣又は知事を記入する。 下６桁の許可番号を記入する。

中小企業とは、中小企業基本法第２条に規定す
る「中小企業者」を指す。上記電話番号以外に契約担当の電話番号

（携帯番号）等がある場合は記入する。

入札参加資格審査申請の書類提出に関す
る問合せ先を記入する。

※代理申請の場合もここに記入する。

記載例

記入日もしくは投函する日

営業所等の委任先がない
場合も本社の代表者印を
必ず押印する。

必ず押印する。
代表者印と異なる印でも可

㊞

㊞

㊞

富士 花子

223

訂正する場合は赤色の二重線で消し、
上部に赤字で訂正内容を記入する。
訂正印（使用印鑑届と同一のもの）は欄
外に一箇所押印する。


